
DepairingMechanismによるCriticalCurrent

DepairingMechanisml),2)による CriticalCurrent

筑波大 新 井 孝 昭

超流動 3H｡は,エネ′レギーギャップが丸いB相 (BWstate)とギャップが方向による

A相(ABMstate)があることが知られている｡ これらが流れの存在によるdepairingの効

果を通して,臨界速度にどのような影響を示すか (OKであるが )調べた｡

B相にっいては,BCS超伝導3)における議論と同じであるが,A相では,角運動量

ベク トルの方向 (ギャップのない方向 )が,流れの方向と一致す84)ことを考えて, ギ

ャップ方塩式を計算すると,次のようになる｡
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ここで,qは一様な流れが存在することによる,クーパー対の運動量,和 ま流れの

ないときの,A相のギャップである｡ (1)式で,♂ -0となる qがあるが,臨界速

度は,この値により与えられるとは考えず,全運動量を最大にするqにより与えられる

と考える｡

全運動量は次の式により求まる｡
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T-OK では,すぐ積分ができて,
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N(0)はFermi面での

状態密度 となる｡これら

は図のような最大値をも

つ曲線になり,この最大

値を与えるqが,臨界速

度を与えると考えると,

10cnVsecのOrderにな

ることがわかる｡ また,

pmAax/pmBax二三 1/2 と

なることから,そのとき

の密度の比も 1/2に近い

ことになる｡
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実験 と比較するには,

有限温度を論 じる必要があるが,これは, VollhardトMaki5)により最近なされた｡

super-normalcurrentの定義の仕方に,疑問があるが,Fermi液体効果を取 り入れ,数値

計算をしたものであるOしかし,実験を説明するような結果6),7) (A相は -1012C秒,sec,

B相は～10-1cm/sec)は得られていないO
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